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Q 9 日本脳炎の抗体保有状況について教えてください。

感染症流行予測調査事業により，数年毎に調査が実施されていますが，抗体保有状況は，ワクチン

接種の有無によって変わってきます。年齢群別にワクチン接種歴有群と接種歴無群について抗体保有率及び

平均抗体価を比較すると，平成16年（2004）の調査では1：10以上の中和抗体保有率は，０～14歳ではワク

チン３回以上接種群で99％，ワクチン非接種群で９％と，ワクチン接種群で明らかに高く，15歳以上の年齢群

でもワクチン３回以上接種群で80％，ワクチン非接種群で33％と，非接種群との間に差が認められました。

　しかし，１：10以上の抗体を持つ者の幾何平均抗体価は，接種群（基礎免疫３回終了者）では168.6，一

方非接種群では49.9でした。

　平成18年（2006）の調査では，平成17年（2005）5月30日の，厚生労働省による日本脳炎ワクチン積極

的勧奨の差し控え以降，３～４歳での日本脳炎ワクチンの接種率が激減し，その結果，ヒトの日本脳炎に対

する抗体保有状況は，１～３歳群で10％未満，０歳と４歳で20％未満とこれまでにない低い割合になって

いました。平成19年（2007）の調査では，２歳で10％未満，０～１歳群と３～４歳群の抗体保有率は10％

台，5歳の抗体保有率が約40％と３～５歳でこれまでにない低い割合になりました。6歳以上20代前半まで

は70％以上の人が１：10以上の中和抗体を保有しています。20代後半から抗体保有率は徐々に減少し，40

代後半で20％台と最低になり，その後年齢が上昇するにつれて抗体保有率は高くなり，60歳以上群では60

％台の抗体保有率でした。（国立感染症研究所感染症情報センターHP：日本脳炎Ｑ＆Ａ参照  http://idsc.nih.

go.jp/disease/JEncephalitis/QAJE.html，感染症流行予測調査参照　http://idsc.nih.go.jp/yosoku/

index.html）。

A

ン接種をすすめた結果，患者数は次第に減少していますが，平成１５年（2003），中国南部で多くの日本脳炎

患者の発生と死亡が報告されています。中国の他にもアジアにおけるいくつかの国では，日本脳炎の流行が

大問題となっています。たとえば，ベトナム，タイ，ネパール及びインドでは現在でもしばしば数千人規模

の流行が認められており，日本脳炎予防対策が急務となっています。これらの国々の患者増加は，人口の増

加と水田開発，養豚振興などの施策と関連しているといわれています。

Q10 東南アジアなどへ出かける時は，日本脳炎の予防接種を受けた方がよいでしょうか。

日本では患者の発生は少なくなりましたが，アジア，ことにモンスーンアジア地域では現在でも常

在性の疾患であり，しばしば大流行がみられます。常在地に出かける場合，ことに長期にわたる場合には接

種を受けておくことを勧めてください。

　基礎免疫を受けている人は１回追加接種を受けてください。まったくワクチン接種を受けていない人は基

礎免疫から接種を勧めてください。
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